
第５４０号２０１５年（平成２７年）９月１５日 ニ　ュ　ー　ス　専　修 （昭和44年10月14日第３種郵便物認可）（5）

　
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
を
通
じ

て
経
営
学
部
の
学
び
に
ふ
れ

て
も
ら
う
公
開
講
座
「
第
10

回
高
校
生
の
た
め
の
経
営
学

実
践
講
座
」
が
、
㈱
モ
ス
フ

ー
ド
サ
ー
ビ
ス
の
協
力
で
８

月
２
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
か
れ
た
。「
将
来
お
店
を

開
き
た
い
」「
う
ち
が
自
営
業

な
の
で
経
営
に
興
味
が
あ

る
」「
何
だ
か
面
白
そ
う
」
と

東
京
、神
奈
川
、千
葉
、埼
玉
、

群
馬
の
１
都
４
県
か
ら
応
募

し
た
53
人
が
参
加
し
た
。

　
宿
題
（
よ
く
行
く
外
食
店

舗
や
利
用
す
る
目
的
に
つ
い

て
友
達
に
ア
ン
ケ
ー
ト
し
て

く
る
）
の
結
果
を
も
と
に
、

ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
や
メ
ニ
ュ

ー
が
あ
れ
ば
高
校
生
を
引
き

付
け
る
か
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
と
寸
劇
で
発
表
す
る
。「
斬

新
で
楽
し
く
、
実
現
で
き
そ

う
な
モ
ス
バ
ー
ガ
ー
の
新
し

い
あ
り
方
を
」（
司
会
の
間
嶋

崇
准
教
授
）
と
い
う
注
文

に
、
８
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
た
。

　
専
大
賞
１
位
は
「
友
達
の

サ
プ
ラ
イ
ズ
誕
生
会
を
演
出

す
る
サ
ー
ビ
ス
」
を
提
案
し

た
チ
ー
ム
に
。
モ
ス
社
の

「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」「
コ

ン
セ
プ
ト
」「
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
」
の
各
部
門
賞
に
は
、

「
雑
誌
の
読
者
モ
デ
ル
と
コ

ラ
ボ
し
た
限
定
シ
ョ
ッ
プ
」

を
提
案
し
た
チ
ー
ム
な
ど
が

選
ば
れ
た
。
モ
ス
社
ブ
ラ
ン

ド
戦
略
室
販
売
促
進
グ
ル
ー

プ
の
浅
羽
康
之
氏
は
「
十
分

検
討
に
値
す
る
企
画
を
い
た

だ
い
た
」
と
高
校
生
た
ち
に

感
謝
。
馬
塲
杉
夫
経
営
学
部

長
は
「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
議

論
を
深
め
る
技
術
、
専
門
的

な
知
識
と
そ
れ
ら
を
ま
と
め

る
総
合
力
を
磨
い
て
く
だ
さ

い
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

高
校
時
代
に
参
加 

入
学
の
き
っ
か
け 

指
導
役
・
原
木
さ
ん

　
初
対
面
の
参
加
者
を
ま
と

め
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

ま
で
導
く
の
は
チ
ュ
ー
タ
ー

（
指
導
役
）
の
学
生
た
ち

だ
。
今
回
チ
ュ
ー
タ
ー
を
務

め
た
３
・
４
年
次
生
20
人
の

一
人
、
原
木
ル
ウ
さ
ん
（
３

年
次
）
は
４
年
前
の
参
加

者
。
神
奈
川
県
港
北
高
校
２

年
の
時
の
経
験
が
き
っ
か
け

で
専
大
に
進
ん
だ
。

　「
い
ろ
い
ろ
な
考
え
の
人

と
話
せ
て
刺
激
に
な
っ
た
。

楽
し
く
て
一
日
が
あ
っ
と
い

う
間
で
し
た
」
と
振
り
返

る
。
何
よ
り
う
れ
し
か
っ
た

の
は
チ
ュ
ー
タ
ー
の
心
配

り
。
緊
張
し
て
話
せ
な
い
原

木
さ
ん
に
的
確
な
タ
イ
ミ
ン

グ
で
声
を
か
け
、
発
言
の
機

会
を
作
っ
て
く
れ
た
。
大
学

や
大
学
生
を
身
近
に
感
じ
、

経
営
学
に
興
味
が
湧
い
た
と

い
う
。
そ
の
時
の
印
象
が
強

く
残
り
、
専
大
へ
。
今
は
広

告
戦
略
が
テ
ー
マ
の
石
崎
徹

ゼ
ミ
で
学
ぶ
。
初
挑
戦
し
た

チ
ュ
ー
タ
ー
は
「
こ
ん
な
に

難
し
い
と
は
。
個
性
の
違
う

一
人
一
人
か
ら
意
見
を
引
き

出
す
こ
と
が
ど
ん
な
に
大
変

か
、
わ
か
り
ま
し
た
」。

▲　ハイタッチで笑顔に。高校生の緊張をほぐす原木さん（右）

経 営 学
実践講座

バ
ー
ガ
ー
楽
し
く
売
り
込
め
！

高
校
生
53
人
ア
イ
デ
ア
出
し
合
う

校
友
会
相
模
原
・
町
田

両
支
部
が
地
域
貢
献

　
校
友
会
の
神
奈
川
県
相
模

原
支
部
（
渋
谷
隆
宏
支
部
長

昭
33
商
経
）
と
東
京
都
町

田
支
部
（
池
田
敏
彦
支
部
長

昭
36
商
経
）
は
７
月
26

日
、「
境
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
作
戦
」
に
参
加
、
地
域
貢

献
に
努
め
た

写
真
。

　
相
模
原
市
と
町
田
市
の
間

を
流
れ
る
境
川
周
辺
を
、
両

市
が
共
同
で
毎
年
行
う
清
掃

活
動
で
、
地
元
自
治
会
や
環

境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
団
体
な

ど
か
ら
２
６
９
６
人
が
参

加
。
相
模
原
支
部
は
９
回

目
、
両
支
部
合
同
は
５
回
目

の
参
加
と
な
る
。

　
当
日
は
早
朝
か
ら
気
温
が

上
昇
し
た
猛
暑
日
。
両
支
部

会
員
17
人
は
、
午
前
８
時
か

ら
約
２
時
間
、
40
㍑
の
袋
を

手
に
汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら

空
き
缶
な
ど
の
ゴ
ミ
拾
い
に

励
ん
だ
。

　
相
模
原
支
部
は
同
市
春
の

「
桜
ま
つ
り
」（
今
年
は
５

月
に
「
若
葉
ま
つ
り
」
と
し

て
実
施
）
に
も
参
加
、
模
擬

店
や
税
務
法
律
相
談
室
を
出

し
て
い
る
。
渋
谷
相
模
原
支

部
長
は
「
地
域
貢
献
は
専
大

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、
校
友

会
員
の
拡
大
に
も
つ
な
が

る
」
と
話
し
て
い
る
。

〈
珊
瑚
会
総
会
〉

▽
10
月
５
日
（
月
）
〜
６
日

（
火
）
▽
Ｊ
Ｒ
甲
府
駅
か
ら

車
10
分
「
甲
府
富
士
屋
ホ
テ

ル
」
旴
住
田
信
治
氏
☎
０
９

０
・
４
５
２
０
・
７
７
０
８

〈
町
田
支
部
20
回
総
会
〉

▽
10
月
10
日
（
土
）
９
時
30

分
Ｊ
Ｒ
町
田
駅
北
口
１
０
９

ビ
ル
前
集
合
▽
「
伊
勢
原
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
」
旴
松
田
征

士
氏
☎
０
８
０
・
１
０
１
９

・
２
８
０
５

〈
学
内
支
部
総
会
〉

▽
10
月
14
日
（
水
）
18
時
30

分
〜
▽
専
修
大
学
神
田
キ
ャ

ン
パ
ス
「
報
恩
の
間
」
旴
家

敷
真
仁
氏
☎
０
４
４
・
９
１

１
・
１
２
６
０
（
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
教
務
課
）

〈
山
形
支
部
総
会
〉

▽
10
月
17
日
（
土
）
17
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
山
形
駅
か
ら
徒
歩
５

分
「
山
形
国
際
ホ
テ
ル
」
旴

勝
見
信
哉
氏
☎
０
２
３
・
６

３
１
・
０
７
５
３

〈
三
二
会
総
会
〉

▽
10
月
18
日
（
日
）
12
時
30

分
〜
▽
専
修
大
学
神
田
キ
ャ

ン
パ
ス
「
報
恩
の
間
」
旴
田

部
俊
彦
氏
☎
０
４
７
・
４
２

２
・
８
８
７
３

〈
三
八
会
総
会
〉

▽
10
月
23
日
（
金
）
17
時
30

分
〜
▽
Ｊ
Ｒ
網
代
駅
か
ら
車

７
分
。
送
迎
バ
ス
あ
り
「
松

風
苑
」
旴
内
藤
博
氏
☎
０
４

４
・
９
２
２
・
４
３
１
３

〈
足
立
支
部
設
立
60
周
年
記

念
式
典
〉

▽
10
月
25
日
（
日
）
13
時
30

募金局からのお願い

　専修大学は、2019年に創立140
年を迎えます。また、石巻専修大

学も、18年に創立30年を迎えま
す。学校法人専修大学では、さら

なる飛躍と発展を期すため「専修

大学創立140年・石巻専修大学創
立30年記念事業募金」（募集期間
５年間）を設けて、広く募集を行

っております。

　皆様方の温かいご支援、ご協力

を賜りますようよろしくお願い申

し上げます。

　寄付金のお申し込み、お問い合

わせは「専修大学募金局」（☎03
・3265・3157）へお願い申し上げ
ます。

分
〜
▽
Ｊ
Ｒ
、
東
京
メ
ト
ロ

北
千
住
駅
か
ら
徒
歩
10
分

「
足
立
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
」
旴
橘
幸
弘
氏
☎
０
９
０

・
３
０
６
８
・
６
２
２
３

〈
静
岡
県
支
部
連
合
会
総

会
〉

▽
11
月
14
日
（
土
）
15
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
か
ら
徒
歩
５

分
「
ク
ー
ポ
ー
ル
会
館
」
旴

土
屋
孝
男
氏
☎
０
５
５
・
９

２
３
・
６
４
１
９

　
最
近
、「
目
は
疲
れ
る

し
肩
も
凝
る
、
背
中
も
痛

い
。
な
ん
と
な
く
気
分
が

晴
れ
な
い
」
と
感
じ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
今
や
Ｖ
Ｄ
Ｔ

（
パ
ソ
コ
ン
等
の

画
面
表
示
装
置
の

あ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
機
器
）
作
業

な
し
で
は
、
勉
学

や
仕
事
は
で
き
な

い
時
代
に
な
っ
て

い
ま
す
。
日
常
生

活
で
も
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
、
パ
ソ
コ

ン
、
携
帯
電
話
、

ゲ
ー
ム
機
器
な
ど

で
つ
い
つ
い
集
中
し
て
目

を
酷
使
し
が
ち
に
な
っ
て

い
ま
す
。
Ｖ
Ｄ
Ｔ
作
業
に

伴
っ
て
起
こ
る
不
快
な
症

状
を
総
称
し
て
「
Ｖ
Ｄ
Ｔ

症
候
群
」
と
い
い
ま
す
。

　
目
の
疲
れ
や
ド
ラ
イ
ア

イ
な
ど
目
の
症
状
だ
け
で

な
く
、
ひ
ど
く
な
る
と
頭

痛
や
め
ま
い
、
吐
き
気
が

生
じ
る
こ
と
も
。
長
時
間

同
じ
姿
勢
を
と
る
こ
と
が

多
い
た
め
腰
痛
や
首
や
肩

凝
り
な
ど
の
症
状
が
起
き

た
り
、
さ
ら
に
テ
ク
ノ
ス

ト
レ
ス
（
イ
ラ
イ
ラ
・
不

安
感
・
不
眠
）
と
呼
ば
れ

る
精
神
的
な
も
の
ま
で
、

ほ
ぼ
全
身
に
現
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん

も
何
か
し
ら
不
調
を
感
じ

た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
た
ち
が
取
り
入
れ
る

情
報
の
約
80
％
は
、
目
か

ら
入
っ
て
き
て
お
り
、
目

を
酷
使
す
る
こ
と
で
、
目

の
老
化
は
意
外
に
早
く
始

ま
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
気
づ
か
ず
に
い
る

と
、
目
に
余
計
な
負
担
を

か
け
る
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　
Ｖ
Ｄ
Ｔ
作
業
は
「
集
中

と
リ
ラ
ッ
ク
ス
の
バ
ラ
ン

ス
」
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
目

の
疲
れ
を
感
じ
た
ら
、
そ

れ
は
目
を
休
め
る
た
め
の

注
意
信
号
で
す
。

・
無
理
の
な
い
姿
勢
で
作

業・
こ
ま
め
に
休
息
を
と
る

・
作
業
の
合
間
に
は
簡
単

な
ス
ト
レ
ッ
チ

　
過
労
に
な
る
前
に
疲
労

を
解
消
し
、
上
手
に
パ
ソ

コ
ン
と
付
き
合
い
ま
し
ょ

う
。 

（
保
健
室
）

パソコン注意！ ＶＤＴ症候群

▼　アイデアを寸劇で発表

　
専
大
時
代
は
経
済
学
部
商

業
学
科
で
学
び
、
入
る
の
に

数
倍
の
倍
率
で
人
気
が
高
か

っ
た
澤
田
武
ゼ
ミ
に
入
っ

て
、
会
計
学
を
と
こ
と
ん
学

ん
だ
。
高
校
は
普
通
科
で
商

学
系
の
科
目
は
不
得
意
だ
っ

た
た
め
、
１
年
次
生
か
ら
村

田
簿
記
学
校
に
通
っ
た
。

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
な
る
こ

と
に
憧
れ
、
卒
業
後
は
熊
平

製
作
所
に
就
職
。
後
に
父
親

の
経
営
す
る
会
計
事
務
所
で

働
き
な
が
ら
、
行
政
書
士
の

資
格
を
取
得
し
た
。

　
学
生
時
代
、
税
務
会
計
を

学
び
、
申
告
書

の
見
方
な
ど
が

分
か
っ
て
い
た

か
ら
こ
そ
行
政

書
士
の
仕
事
に

も
生
か
せ
た
。

　
昨
年
、
行
政

書
士
法
が
改
正

さ
れ
、
そ
れ
に

伴
う
専
門
家
養

成
の
た
め
の
研

修
が
今
年
７
月

か
ら
８
月
ま
で

オ
ン
デ
マ
ン
ド

で
全
国
一
斉
に

行
わ
れ
た
が
、
こ
れ
に
挑
戦

し
た
。

　
生
涯
現
役
。
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け

る
現
在
は
、
建
設
業
に
関
す

る
仕
事
が
中
心
だ
。

　
大
切
に
し
て
い
る
言
葉
は

「
粒

り
ゅ
う

粒
り
ゅ
う

辛し
ん

苦く

」。

　
あ
せ
ら
ず
小
さ
な
努
力
を

コ
ツ
コ
ツ
と
積
み
重
ね
て
力

を
蓄
え
る
と
い
う
意
味
が
あ

り
、
専
大
の
イ
メ
ー
ジ
に
も

つ
な
が
る
。

　
在
学
生
に
、
世
の
中
に
出

て
羽
ば
た
い
て
ほ
し
い
と
い

う
願
い
も
込
め
て
伝
え
た
い

言
葉
だ
。

　
尊
敬
す
る
人
は
、
広
島
支

部
前
支
部
長
の
河か

わ

辺べ

捷か
つ

義よ
し

さ

ん
（
昭
41
経
済
）

本
紙
前

号
紹
介
。
小
さ
な
企
業
で

も
、
大
き
な
企
業
で
も
、
元

気
の
い
い
会
社
で
な
い
と
、

売
り
上
げ
も
収
益
も
上
が
ら

な
い
。「
社
員
に
私
の
会
社

は
社
員
を
大
事
に
す
る
会
社

だ
、
と
感
じ
て
も
ら
う
こ
と

が
成
長
に
つ
な
が
る
鍵
」
と

言
う
。

　
努
力
家
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
が
旺
盛
。「
負
け
ち
ゃ
い

ら
れ
な
い
」
と
い
う
強
い
思

い
が
今
日
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。

　
河
辺
さ
ん
か
ら
支
部
長
を

引
き
継
ぎ
３
年
目
。
来
年
は

広
島
支
部
創
立
70
周
年
を
迎

え
る
。

　
若
手
校
友
会
「
ざ
っ
く
ば

ら
ん
会
」
も
活
躍
の
場
を
広

げ
て
お
り
、
校
友
会
の
中
心

的
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
若

手
校
友
と
共
に
70
周
年
企
画

を
思
案
中
だ
。

　
広
島
県
広
島
市
出
身
。
広

島
県
行
政
書
士
会
相
談
役
。     

－座右の銘は「粒粒辛苦」－

行
政
書
士
・
福
田
義
彦
事
務
所
長

校
友
会
広
島
支
部
長

福ふ

く

田だ

　
義よ

し

彦ひ

こ

さ
ん

（
昭
40
経
済
）

　
台
風
18
号
の
影
響
に
よ
る
大
雨
で
被
災
さ
れ
た

学
生
お
よ
び
保
護
者
の
皆
様
に
、
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。
本
学
で
は
自
然
災
害
に
よ
る
被
災
世
帯
学
生
に
対
し
経
済
的
支
援
を
講
じ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
（
緊
急
・
応
急
）
の
申
請
も
受
け
付
け
ま

す
。
該
当
す
る
方
は
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

（
学
生
生
活
課
）

【
一
部
学
生
】
生
田
学
生
生
活
課
☎
０
４
４
・
９
１
１
・
１
２
６
７
▽
神
田
学
生
生
活
課
☎
03

・
３
２
６
５
・
６
８
２
４
【
二
部
学
生
】
二
部
事
務
課
☎
03
・
３
２
６
５
・
８
３
５
９
【
大
学

院
生
】
生
田
大
学
院
事
務
課
☎
０
４
４
・
９
１
１
・
１
２
７
１
▽
神
田
大
学
院
事
務
課
☎
03
・

３
２
６
５
・
６
５
６
８
▽
法
科
大
学
院
事
務
課
☎
03
・
３
２
６
５
・
６
８
９
１

 

大
雨
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
へ


